
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 3,360 その他 0 

評価
結果

・千代水第二土地区画整理事業に伴う周辺地域の町界町名地番変更が終了。
　晩稲、南隈、賀露町、秋里、江津の一部の区域、24.2ヘクタールの換地を実施した。

0 

その他 0 0 

一般財源 3,360 諸収入 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

本年度決算額 3,360 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

諸費

前年度最終予算額 3,758 

本年度繰越予算額 3,437 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】行政係　0857-20-3102

【９次総の施策体系】0201

【事業の概要】
　住居表示をわかりやすいものへ整理するとともに、町界町名についても合理的に見直し
ていくことで　市民生活の利便性向上と行政事務の効率化を図る。
・住居表示整備に伴う事務経費（証明書発行事務等）
・千代川右岸の町界町名地番整理事業に伴う事務経費

【予算繰越理由】
　千代水第二土地区画整理事業の換地処分が平成24年度実施となったため。

【事業の成果】
・千代水第二土地区画整理事業に伴う周辺地域の町界町名地番変更が終了。
　晩稲、南隈、賀露町、秋里、江津の一部の区域、24.2ヘクタールの換地を実施した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目

繰００１ 項　　目　　名 住居表示整備費(繰越)

主要な施策 住居表示整備費 ページ 25 所　　属　　名

総務部 
総務課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

耐震診断を実施すべき施設について、ランク付けに応じ、年次的に耐震診断を行う。

【問合せ先】財産政策第一係　0857-20-3851 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【事業の概要】 
　平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災を教訓として、改めて防災拠点となる施 
設、避難所として指定した施設の耐震化が急がれることが浮き彫りになった。 
　市有建築物の耐震化にあたっては耐震診断が不可欠であり、早急に進めていく必要があ 
る。 

【繰越理由】
　関係機関との協議に日数を要したため。
 
【事業の成果】 
　平成２０年８月２６日に策定した鳥取市有建築物耐震診断計画の見直しを行い、早急に 
市有建築物の耐震診断を実施し、災害に強いまちづくりの推進を図る。 
　２３年度繰越分については、総合支所をはじめとする避難所指定施設２８件の耐震診断
を実施した。 
 
　≪事業の内容・実績（過去３年）≫ 
　　平成２２年度実績　　３０，０９３千円 
　　平成２３年度実績　　１１，７８０千円 
　　平成２４年度実績　１２９，９１５千円（うち繰越分　４５，３５６千円） 
 
【今後の課題・方向性】 
　耐震診断を実施すべき施設について、ランク付けに応じ、年次的に耐震診断を行う。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

総務管理費

0 0 

計 45,356 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 10,307 

0 

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

45,356 

財産管理費

分担金

一般財源 35,049 諸収入

0 

地方債

その他

0 

その他財源の内訳

目

繰００２ 項　　目　　名 耐震診断事業費(繰越)

主要な施策 庁舎管理費

一般会計

款

23 所　　属　　名

68,116 

本年度繰越予算額 53,296 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

本年度決算額

総務費

総務部 総務調整監
財産経営課年度

　会計名

-341-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

老朽化が進んでいた庁舎から新庁舎への移転により、支所機能の維持及び市民サービスが向上した。

【問合せ先】財産政策第一係　0857-20-3851 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【事業の概要】 
　国府町総合支所は昭和３７年の建築で建築後５０年が経過し、老朽化が進んでおり、耐
震対策をはじめ、修繕や維持管理が大きな課題となっている。
　そのため、平成８年に建築された殿ダム工事事務所庁舎を取得し、支所機能並びに総合
保険福祉センターを併設させた複合施設として利活用するものである。

【繰越理由】
　施工方法の検討に日数を要したため。
 
【事業の成果】 
　新耐震基準で建築された殿ダム工事事務所に移転することで、耐震性が確保できるとと
もに、福祉機能を備えた複合施設とすることで、市民サービスの向上が期待できる。
  
【今後の課題・方向性】 
　平成２５年１月に総合支所としての供用を開始し、平成２５年４月に東健康福祉セン
ターを移転した。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

総務管理費

3,700 0 

計 3,926 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

3,926 

財産管理費

分担金

一般財源 226 諸収入

0 

地方債

その他

0 

その他財源の内訳

目

繰００３ 項　　目　　名 国府町総合支所整備事業費(繰越)

主要な施策 庁舎管理費

一般会計

款

23 所　　属　　名

14,965 

本年度繰越予算額 6,765 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

本年度決算額

総務費

総務部 総務調整監
財産経営課年度

　会計名

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

25 所　　属　　名

前年度最終予算額

H24 事業の概要

本年度決算額

繰００４ 項　　目　　名 総合防災対策事業費（繰越）

主要な施策 総合防災対策費

地方債

　会計名

一般会計

款 総務費

0 

諸費

分担金

12,107 

本年度繰越予算額 7,298 

その他財源の内訳

総務部防災調整監 
危機管理課年度

目

ページ

項

0 

4,461 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

一般財源 4,461 諸収入 0 

計 4,461 その他 0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

0 

評価
結果

今後も効果的な防災情報伝達手段を用いて、より迅速に、より多くの住民に防災情報が伝達できるよう努めていく。また、住民自
らが作成する地区防災マップのような効果的な防災意識の啓発を行っていく。

【問合せ先】企画係・消防係 0857-20-3127.20-3118 
 
【９次総の施策体系】3301 
 
【事業の概要】 
　災害を未然に防ぎ、発生時の被害を最小限にくい止めるため、総合的に防災体制を整備 
する必要がある。 
　また、地域における防災体制の整備強化を行うことにより、災害時の被害軽減が可能と 
なるため、住民に対する防災意識の啓発と防災情報の提供を強化していく必要がある。 
 
【予算繰越理由】
　総合防災マップに反映を予定していた、鳥取県が行っている鳥取県津波対策検討委員会
の津波浸水予測、河川遡上、被害想定の検討結果の公表が１１月から３月下旬にずれ込ん
だため、年度内の完了が困難となった。

【事業の成果】 
　鳥取市総合防災マップの作成・全戸配布 

【今後の課題・方向性】 
　より効果的に災害対応が行えるように、啓発や情報発信を実施していく。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

総務管理費

0 0 

その他 0 

-342-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

40 所　　属　　名

前年度最終予算額

H24 事業の概要

本年度決算額

繰００５ 項　　目　　名 消防ポンプ車格納庫建設事業費（繰越）

主要な施策 消防施設等整備費

地方債

　会計名

一般会計

款 消防費

0 

消防施設費

分担金

10,376 

本年度繰越予算額 9,065 

その他財源の内訳

総務部防災調整監 
危機管理課年度

目

ページ

項

0 

8,883 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

一般財源 83 諸収入 0 

計 8,883 その他 0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

0 

評価
結果

消防力の向上を図るため、老朽化の著しいものや待機室・便所の備わっていない格納庫について、計画的に建替えを行う。

【問合せ先】消防係 0857-20-3118 
 
【９次総の政策体系】3301 
 
【事業の概要】　 
　消防格納庫の中には、建設から５０年近く経過して老朽化しているとともに、格納庫が 
狭小であるため、新型の消防ポンプ車が格納できない施設がある。老朽化している格納庫 
を整備することにより、今後の消防ポンプ車の配備に備えるとともに、待機場所を整備す 
ることによる出動時間の短縮により、被害の軽減を図る。 

【予算繰越理由】
　工事（建築）の契約の相手方が、社内事由により契約の解除を申し入れてきたため、契
約解除の手続きを行い、出来高分を除いた部分を再度の入札に付すこととなり、年度内の
完了が困難となった。
 
【事業の成果】 
　用瀬分団消防ポンプ車格納庫の整備
 
【今後の課題・方向性】 
　消防ポンプ車格納庫の建築年度や設備等を勘案し、計画的に建替えを行い、消防力の向
上を図る。

消防費

8,800 0 

その他 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

本年度決算額

民生費

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度

　会計名

所　　属　　名

577,113 

本年度繰越予算額 255,597 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

その他財源の内訳

目

繰００６ 項　　目　　名 保育所緊急整備事業費補助金(繰越)

主要な施策 私立保育園運営施設助成費

一般会計

款

30

諸収入

0 

地方債

その他

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

255,597 

保育所費

分担金

その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 157,698 

0 

0 

一般財源 97,899 

評価
結果

民間法人の保育所施設の整備計画に応じて事業を実施。

【問合せ先】企画係　0857-20-3466 
 【９次総の施策体系】1101 
 
【事業の概要】 
　国の「安心こども基金」の活用して民間法人が計画している保育所施設整備に対する助 
成を行い、保育所の定員を増加させ、待機児童対策を図る。 
【事業の成果】 
　①わかば保育園 
　　補助金交付先　　社会福祉法人　鳥取福祉会 
　　整備内容　　　　老朽改築による改築 
　　　総事業費　　　　206,266千円 
　　　助成額　　　　　158,643千円 （うち繰越事業分151,083千円）
　②湖山保育園
　　補助金交付先　　社会福祉法人　さとに会
　　整備内容　　　　老朽化による大規模修繕
　　　総事業費　　　　117,815千円
　　　助成額　　　　　 88,361千円（うち繰越事業分28,511千円）
　③鳥取みどり園
　　補助金交付先　　社会福祉法人　鳥取こども学園
　　整備内容　　　　老朽化による増改築
　　　総事業費　　　　113,322千円
　　　助成額　　　　　 76,003千円（うち繰越事業分76,003千円）

【予算繰越理由】
　関係機関との協議に日数を要したため

【今後の課題・方向性】 
　民間法人の保育所施設整備計画に応じて事業を実施 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

児童福祉費

0 0 

計 255,597 

-343-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 11,059 その他 0 

評価
結果

　東日本大震災の影響で、ＢＣＰによるリスク分散を行う企業もあり、大震災発生の可能性が極めて低い本市にとっては、企業誘
致の絶好の好機であり誘致活動の積極的な取り組みが求められている。本市の分譲可能な工業用地は、不足している。企業誘致を
戦略的に行うためその受け皿となる新たな工業団地を整備することにより、地域経済の活性化と雇用の創出を図る。

その他 0 0 

一般財源 11,059 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

本年度決算額 11,059 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

0 

商工業振興費

前年度最終予算額 65,756 

本年度繰越予算額 11,103 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】工業団地整備係 0857-20-3225 
 
【９次総の施策体系】5102 

【事業の概要】 
　分譲可能な工場用地不足を解消し企業誘致を戦略的に行うため、新たな工業用地を整備
する。 
 
【予算繰越理由】
　水道事業の遅延によるもの。

【事業の成果】 
　河原インター山手工業団地の関連公共施設である上水道整備工事を行った。　 

【今後の課題・方向性】 
　河原インター山手工業団地の関連公共施設の整備を促進し、団地造成工事に着手する。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 商工費

項 商工費

目

繰００７ 項　　目　　名 工業団地分譲推進事業費(繰越)

主要な施策 企業誘致促進事業費 ページ 36 所　　属　　名

経済観光部 
企業立地・支援課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

林道事業の維持管理は安全・安心な通行を市民に提供することを目指して実施していく。その中で既存の施設については委託等を
進め、維持管理費の低減化を図る。今後の施設整備に当っては維持管理のコスト、労力共に低減化できるよう適切な計画を策定し
事業を進めていく。

【問合せ先】林務係　0857-20-3235 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　林道を安全に通行し、維持管理を容易にできるようにするため、点検、除草、修繕、改 
良、舗装などの維持管理及び改良を行うもの。 
 
【予算繰越理由】
　冬期の雪害により、工事車両が進入できなかったため。

【事業の成果】　　　 
　改良延長　Ｌ＝105.6ｍ 
　≪事業の内容≫ 
　　林道山葵谷線の舗装改良 
 
【今後の課題・方向性】 
　適正な維持管理に努める。施設の老朽化に伴う修繕箇所が増加しており、施設改修の必
要がある。施設改良も視野に入れ、効率的な管理を目指す。

林産業費

900 0 

計 935 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 35 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

935 

林業振興費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰００８ 項　　目　　名 既設林道維持管理事業費(繰越)

主要な施策 既設林道維持管理事業費

一般会計

36 所　　属　　名

1,000 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

12,418 

本年度繰越予算額

-344-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

森林環境保全税の趣旨に基づき県民全体で森林、竹林整備を実施するため、継続して竹林整備に取り組む。

【問合せ先】林務係　0857-20-3235 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　拡大する竹対策として、鳥取県森林環境保全税を財源に竹林の抜き伐り等を実施し、竹 
林整備に取り組む。 

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。
 
【事業の成果】 
　抜き伐り　３．５１ha 
 
【今後の課題・方向性】 
　拡大する竹林について、整備要望が多いことから、森林環境保全税を活用し、優先順位
の高い順に順次支援する。

林産業費

0 0 

計 11,672 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 11,673 

0 

0 

一般財源 △ 1 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

11,672 

林業振興費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰００９ 項　　目　　名 竹林整備事業費(繰越)

主要な施策 造林事業費

一般会計

36 所　　属　　名

11,684 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

28,995 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

継続して実施。公共事業の対象にならないような、小規模な法面の崩壊が増加しており、事業の効果的な推進を目指していく。

【問合せ先】林務係　0857-20-3235  
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　国庫補助事業（治山事業及び急傾斜地崩壊対策事業）及び単県急傾斜地崩壊対策事業の 
対象とならない荒廃林地及び急傾斜地において復旧事業を行い公共施設、人家等を保全す 
るもの。 

【予算繰越理由】
　隣接地権者の敷地内を仮設道路として通行することに対し、隣接地権者との協議に
時間を要したため。

【事業の成果】　　　 
　大雨等により崩落した山腹を復旧し、家屋等への被害を防止する。 
　≪事業の内容≫ 
　　　斜面崩壊復旧工事 
　　　　洞谷　6,000千円（委託1,330千円、工事4,670千円） 　 
　
【今後の課題・方向性】 
　被災箇所を確認し、必要があれば緊急度に応じて復旧を行う。近年の異常気象を反映し
て、被災箇所が増加しており、県とも十分な連携を図りながら、安全・安心な治山事業の
形成を目指す。

林産業費

0 0 

計 16,270 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 10,089 

0 

0 

一般財源 6,181 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

16,270 

林業振興費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０１０ 項　　目　　名 単県斜面崩壊復旧事業費(繰越)

主要な施策 治山事業費

一般会計

36 所　　属　　名

17,847 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

24,000 

本年度繰越予算額

-345-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

14,833 

本年度繰越予算額 14,833 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

繰０１１ 項　　目　　名 作業道災害復旧対策事業費(繰越)

主要な施策 森づくり作業道整備事業費

一般会計

36 所　　属　　名

諸収入

0 

地方債

その他

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

13,737 

林業振興費

分担金

その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 8,241 

0 

0 

一般財源 5,496 

評価
結果

災害復旧事業のため平成２４年度終了。

【問合せ先】林務係　0857-20-3235 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　平成２３年に発生した台風（１２号及び１５号）により、作業道の法面・路肩等が崩壊
したため、災害復旧事業により法面等を復旧し安全な作業道を確保する。 

 【予算繰越理由】
　冬期の降雪により、作業道の復旧が困難となった。

【事業の成果】 
　○作業道の復旧（１４路線）　１３，７３７千円
　
【今後の課題・方向性】 
　平成２４年度終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

林産業費

0 0 

計 13,737 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

5,312 

本年度繰越予算額 585 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

繰０１２ 項　　目　　名 県営林道整備事業費(繰越)

主要な施策 県営林道整備事業費

一般会計

36 所　　属　　名

諸収入

0 

地方債

その他

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

571 

林業振興費

分担金

その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 71 

評価
結果

鳥取県と連携して、事業の早期発現を目指す。

【問合せ先】林務係　0857-20-3235 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　県営事業として桑原河内線、篭山線工事を実施中。 

 【予算繰越理由】
　工事着手に伴い地元関係者の同意を得るのに不測の日数を要したため。
　
【事業の成果】　　　 
　県営事業で施行する林道開設事業の実施に伴う事業費の負担をする。 
　≪事業の内容・実績≫　　 
　　工事負担金 
　　　１　桑原河内線　570,577円 
　　　　　八葉寺・小畑工区　法面 
　　 
【今後の課題・方向性】 
　鳥取県と連携して、事業の早期発現を目指す。

林産業費

500 0 

計 571 

-346-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

311,400 

本年度繰越予算額 36,794 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

繰０１３ 項　　目　　名 森林整備加速化・林業再生事業費補助金(繰越)

主要な施策 森林整備加速化・林業再生事業費

一般会計

36 所　　属　　名

諸収入

0 

地方債

その他

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

20,500 

林業振興費

分担金

その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 20,500 

0 

0 

一般財源 0 

評価
結果

間伐を促進し、木材自給率５０％を目指す。

【問合せ先】林務係　0857-20-3235 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　東日本大震災の被災地へ県産材を供給することを目的とし、早期復興を図る。 

 【予算繰越理由】
　冬期の降雪により、間伐材搬出が困難となった。

【事業の成果】 
　○間伐事業　８２ｈａ 
  　　事業費　　２０，５００千円　　補助金　　２０，５００千円 

【今後の課題・方向性】 
　間伐を促進し、木材自給率５０％を目指す。

林産業費

0 0 

計 20,500 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

26,034 

本年度繰越予算額 1,001 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

繰０１４ 項　　目　　名 気高町漁港施設維持管理事業費(繰越)

主要な施策 漁港施設維持管理事業費

一般会計

36 所　　属　　名

諸収入

0 

地方債

その他

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

1,001 

水産業振興費

分担金

その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 1,001 

評価
結果

今後とも鳥取市管理の第1種漁港として適正な維持管理を行う。

【問合せ先】水産漁港係　0857-20-3236 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　漁港及び関連施設の維持管理を行い、安全安心な漁業経営に寄与する。
 
【予算繰越理由】
　鳥大、県、市が連携し成果を出す事業（漂砂調査検討業務）であるが、成果取りまとめ
に不測の日数を要したため。

【事業の成果】 
　酒津漁港における沿岸漂砂による航路・泊地の堆砂現象に関する調査　１式 
　 
【今後の課題・方向性】  
　鳥取市管理の第１種漁港として適正な維持管理を行う。 

水産業費

0 0 

計 1,001 

-347-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

本年度決算額

災害復旧費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

372,218 

本年度繰越予算額 331,279 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

繰０１５ 項　　目　　名 補助災害復旧費(繰越)

主要な施策 現年発生災害復旧費

一般会計

46 所　　属　　名

諸収入

0 

地方債

その他

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

294,365 

農林水産業施設災害復旧費

分担金

その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 262,198 

0 

0 

一般財源 6,967 

評価
結果

災害復旧事業のため平成２４年度終了。

【問合せ先】林務係　0857-20-3235 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　平成２３年に発生した台風等（１２号及び１５号）により、林道の法面等が崩壊したた
め、災害復旧事業により法面・路肩を復旧し安全な林道を確保する。 

 【予算繰越理由】
　冬期の降雪により、林道の復旧が困難となった。

【事業の成果】 
　○平成２３年５月豪雨（２箇所）
　○平成２３年１２号台風（１４箇所）
　○平成２３年１５号台風（２０箇所）

【今後の課題・方向性】 
　平成２４年度終了

災害復旧費

25,200 0 

計 294,365 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

本年度決算額

災害復旧費

農林水産部 
林務水産課年度

　会計名

その他財源の内訳

45,765 

本年度繰越予算額 39,543 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

繰０１６ 項　　目　　名 単独災害復旧費(繰越)

主要な施策 現年発生災害復旧費

一般会計

46 所　　属　　名

諸収入

0 

地方債

その他

0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

17,429 

農林水産業施設災害復旧費

分担金

その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 7,529 

評価
結果

災害復旧事業のため平成２４年度終了。

【問合せ先】林務係　0857-20-3235 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　平成２３年に発生した台風（１２号及び１５号）により、林道の法面・路肩等が崩壊し
たため、災害復旧事業により法面等を復旧し安全な林道を確保する。

 【予算繰越理由】
　冬期の降雪により、林道の復旧が困難となった。

【事業の成果】 
　○台風１２号（単独災害）　２箇所
　○台風１５号（単独災害）　　８箇所
　○台風１２号（小災害）　　　１箇所
　○台風１５号（小災害）　　　１箇所

【今後の課題・方向性】 
　平成２４年度終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

災害復旧費

9,900 0 

計 17,429 

-348-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

平成26年度に県営事業完了予定

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244

【９次総の施策体系】5101

【事業の概要】
　鳥取地区広域営農団地の東部に位置する各生産団地及び各農業施設を結ぶ基幹農道を整
備し、鳥取地区広域農道と接続させ、効率的、有機的な営農団地を確立し、農業の近代化
、生産流通施設の整備及び管理組織体系の整備を併せ行い、地域産業の開発を促進する。
　
県営岩美地区道整備交付金事業（県営岩美地区広域営農団地農道整備事業）
　・事業主体　　鳥取県
　・事業年度　　昭和57年度～平成26年度
　・事業費　　　10,880,000千円
　・負担区分　　国61.0％　県32.3％　市6.7％
　・事業内容　　農道新設　14,933ｍ　全幅5.5ｍ
　　　　　　　　トンネル　　　　468ｍ　1箇所
　　　　　　　　橋梁　　　　 20～89ｍ　7箇所

【予算繰越理由】
　県営事業が遅延したため。

【事業の成果】
  H23年度よりの繰越部分
　・事業場所　福部町久志羅地内
　・事業内容　路床工　L=140ｍ

【今後の課題・方向性】
　平成26年度に県営事業完了予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

農業費

1,100 0 

計 1,206 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 106 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

1,206 

農地費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０１７ 項　　目　　名 岩美地区広域農道整備事業費(繰越)

主要な施策 県営事業負担金

一般会計

34 所　　属　　名

1,206 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

1,943 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

平成23年度に事業実施し、平成24年度に事業完了

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244

【９次総の施策体系】5101

【事業の概要】
　県営集落基盤整備事業（基幹水利施設保全型）大井手地区
　古海揚水機場ポンプの老朽化に伴う設備更新
　・実施主体　　鳥取県
　・事業年度　　平成23年度～平成24年度
　・事 業 費　　153,000千円
　・負担区分　　国50％　県30％　市15％　地元5％
　・事業内容　　測量試験１式、電動機更新、電気設備更新、ゲート関係改修、建屋補修

【予算繰越理由】
　国の緊急経済対策に呼応するため。

【事業の成果】
　H23年度よりの繰越部分
　古海揚水機場（電動機等改修、電気設備改修）

【今後の課題・方向性】
　平成23年度に事業実施し、平成24年度に事業完了
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

農業費

11,900 0 

計 12,368 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 468 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

12,368 

農地費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０１８ 項　　目　　名 大井手地区集落基盤整備事業費（基幹水利施設保全型）(繰越)

主要な施策 県営事業負担金

一般会計

34 所　　属　　名

18,366 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

22,950 

本年度繰越予算額

-349-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

平成24年度にて事業を終了した。

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【事業の概要】 
　清水ヶ谷池は、江戸時代以前に築造されたため、長年の利用により堤体下流部の法尻、 
法面、底樋周辺から多量の漏水が見られ、内法の浸食、取水施設の老朽化等が著しく早急 
な改修が急がれる状況にある。
　築造後かなりの年数が経過し、全ての施設で老朽化が著しいため、ため池の全面改修を
行い、地域住民の安全・安心な生活環境を保つとともに、農地、農作物及び農業用施設等
の被害を未然に防ぎ、農業経営の安定化を図る。
　県営ため池等整備事業（清水ヶ谷池地区）
・事業主体　鳥取県
・事業年度　平成22年度～平成24年度
・事 業 費　61,000,000円
・負担区分　国50％　県30％　市14％　地元6％
・事業場所　玉津地区清水ヶ谷池
・受　　益　戸数：13戸　　面積：3.6ｈａ
・事業内容　測量・地質調査、用地買収、補償、
　　　　　　工事（堤体工、取水設備工（斜樋、底樋等）、洪水吐）
【予算繰越理由】
　県営事業が遅延したため。
 
 【事業の成果】 
　 H23年度よりの繰越部分
　　清水ヶ谷ため池改修　一式

【今後の課題・方向性】 
　平成24年度にて事業を終了した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

農業費

2,100 0 

計 3,088 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 988 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

3,088 

農地費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０１９ 項　　目　　名 清水ヶ谷池地区ため池等整備事業費(繰越)

主要な施策 県営事業負担金

一般会計

34 所　　属　　名

3,374 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

5,600 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

平成23年度に事業着手し26年度に事業完了予定

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244

【９次総の施策体系】5101

【事業の概要】
　県営集落基盤整備事業（用水再編型）大井手地区
　湖山砂丘畑への送水施設（ポンプ）の老朽化に伴う設備更新、及び大井手下流域の用水
量を効率化し送水するための取水ゲート等の整備
　・事業主体　鳥取県
　・事業年度　平成23年度～平成26年度
　・事 業 費　480,000千円
　・負担区分　国50％　県30％　市15％　地元5％
　・事業内容　①湖山砂丘畑送水対策（徳吉ポンプ場取水槽、池口揚水機場ポンプ、
　　　　　　　　調整水槽、送水管等整備）
　　　　　　　②大井手下流域番水解消対策（転倒堰、スライドゲート、送水管、
　　　　　　　　水路等整備）
ポンプ、樋門、水路等の改修・整備を行い、無駄のない効率的な水利用をすることで必
要用水量を確保し、用水確保に苦慮している農家の営農活動安定化を図る。

【予算繰越理由】
　県営事業が遅延したため。

【事業の成果】
　H23年度よりの繰越部分
　・事業内容　湖東大浜送水施設（測量設計）
　　　　　　　大井手下流域（測量設計、スライドゲート改修）

【今後の課題・方向性】
　平成23年度に事業着手し26年度に事業完了予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

農業費

10,400 0 

計 11,231 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 831 

0 

0 

区　　分 決算額 0 
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11,231 

農地費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２０ 項　　目　　名 大井手地区集落基盤整備事業費（用水再編型）(繰越)

主要な施策 県営事業負担金

一般会計

34 所　　属　　名

14,445 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

23,100 

本年度繰越予算額

-350-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

国が23年度限りで創設した事業だが、事業の繰越により24年度に入り完了。

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244

【９次総の施策体系】5101

【事業の概要】
　戦略作物の生産拡大の支障となっている排水不良等に対応するため、地下かんがい排水
システムを整備することにより、大豆などの高品質化と増収を図る。
・事業主体　鳥取県
・事業内容　地下かんがいシステム整備（鳥取・良田地区　気高・常松地区）
・負担区分　国　50％　県30％　市15％　地元5％

【予算繰越理由】
　県営事業が遅延したため。

【事業の成果】
　地下かんがい整備（良田地区1.0ha　常松地区1.5ha）

【今後の課題・方向性】
　国が23年度限りで創設した事業だが、事業の繰越により24年度に入り完了。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

農業費

0 0 

計 1,001 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 1,001 

0 

0 

区　　分 決算額 0 
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項

1,001 

農地費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２１ 項　　目　　名 戦略作物生産拡大地下かんがい水田モデル整備事業(繰越)

主要な施策 県営事業負担金

一般会計

34 所　　属　　名

1,677 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

3,396 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

繰越事業である平成24年度をもって事業を完了した。

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244

【９次総の施策体系】5101

【事業の概要】
　気高町土地改良区では、合理的な水利用と施設管理の省力化を支援することを目的に国
が創設している「新農業水利システム保全対策事業」を活用し、水利施設の機能診断等を
行い保全計画を策定しているが、この保全計画に基づく施設の改修を本市が事業主体とな
り実施することとなった。
　団体営新農業水利システム保全対策事業
　　・事業年度　平成23年度
　　・事業場所　気高町下坂本、上原、殿、重高、姉泊
　　・負担区分　国50％　市30％　地元20％
　　・事業内容　測量試験、用水路改修L=140m、排水路改修L=60m
　　　　　　　　導水路改修L=40m、分水樋門改修1箇所

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　H23年度よりの繰越部分　　2,525千円
　気高町下坂本、上原、殿、重高、姉泊
　測量設計　用水路改修　樋門改修

【今後の課題・方向性】
 　繰越事業である平成24年度をもって事業を完了した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

農業費

0 0 

計 2,525 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,250 

0 

0 

一般財源 1,275 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

2,525 

農地費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２２ 項　　目　　名 団体営新農業水利システム保全対策事業(繰越)

主要な施策 新農業水利システム保全対策事業

一般会計

35 所　　属　　名

2,525 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

2,525 

本年度繰越予算額

-351-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

本事業は平成23年度および平成24年度の繰越により完了した。

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244

【９次総の施策体系】5101

【事業概要】
国は、戸別所得補償制度の推進や畑作農家の所得向上のため、意欲ある農業者が安心して
新しい営農に取り組めるよう、麦・大豆等といった戦略作物等の生産拡大の支障となって
いる排水不良や、施設の老朽化等による用水の不足等に対応するため、暗渠排水・水路の
緊急補修、畑地の土層改良等の整備を支援する「戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事
業」を平成23年度に実施。
　当該地区の用排水路は、コンクリートで整備されているが老朽化が進んでおり、側壁、
底面に亀裂ができ、漏水、土砂吸い出しの原因となっている。また、多くを占める土水路
の維持管理には多額の費用を費やしているとともに、管理者の減少や高齢化等により、管
理が困難になりつつある。一方、基幹水路に設置されている樋門は木製版堰で引上式のた
め、日常は元より、増水・緊急時における操作が非常に困難なことから、管理の省力化・
安全性の向上が熱望されている。
用排水路、樋門等を整備することで維持管理を効率化し、農業用用排水施設等の整備・保
全を図るとともに、戦略作物等の生産拡大を促進する。

【予算繰越理由】
　工事関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　釜口地区：実施設計、水路整備L＝328ｍ
　鹿野町勝谷地区：樋門設置　1基
　
【今後の課題・方向性】
　本事業は平成23年度および平成24年度の繰越により完了した。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

農業費

0 0 

計 18,160 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 17,665 

0 

0 

一般財源 495 

0 

0 

区　　分 決算額 0 
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18,160 

農地費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２３ 項　　目　　名 戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業費(繰越)

主要な施策 戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業費

一般会計

34 所　　属　　名

24,366 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

農林水産業費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

33,434 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

Ｈ24年度事業完了

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244

【９次総の施策体系】5101

【事業の概要】
 　台風12号及び15号等に伴い発生した豪雨災害の影響により農地及び農業用施設が被害を
受けたため、被災個所を早急に復旧することにより、農作物の被害を最小限にとめ、農地
の保全を図った。
　53箇所（農地災害33箇所、農業用施設災害20箇所）
　・災害内訳（5月豪雨災害：10箇所、6月豪雨災害：1箇所、8月豪雨災害：
　　　　　　　4箇所、台風12号災害：16箇所、台風15号災害：22箇所）

【予算繰越理由】
　工事施工方法の検討に日数を要したため。

【事業の成果】
　農地　　　　36,775千円
　農業施設　　55,463千円

【今後の課題・方向性】
 　増破部分を除きＨ24年度事業完了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

災害復旧費

3,900 0 

計 92,238 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 78,009 

0 

0 

一般財源 10,329 

0 

0 

区　　分 決算額 0 
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92,238 

農林水産業施設災害復旧費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２４ 項　　目　　名 補助災害復旧費(繰越)

主要な施策 現年発生災害復旧費

一般会計

46 所　　属　　名

96,715 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

災害復旧費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

143,128 

本年度繰越予算額

-352-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

Ｈ24年度事業完了

【問合せ先】基盤整備係　0857-20-3244

【９次総の施策体系】5101

【事業の概要】
　台風12号及び15号等に伴い発生した豪雨災害の影響により農地及び農業用施設が被害を
受けたため、被災個所を早急に復旧することにより、農作物の被害を最小限にとどめ、農
地の保全を図った。
　83箇所（農地災害28箇所、農業用施設災害55箇所）
　・災害内訳（5月豪雨災害：6箇所、6月豪雨災害：1箇所、8月豪雨災害：
　　　　　　　6箇所、台風12号災害：20箇所、台風15号災害：50箇所）

【予算繰越理由】
　工事施工方法の検討に日数を要したため。

【事業の成果】
　農地　　　　10,413千円
　農業施設　　17,502千円

【今後の課題・方向性】
　Ｈ24年度事業完了
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

災害復旧費

12,200 0 

計 27,915 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 15,715 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

27,915 

農林水産業施設災害復旧費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２５ 項　　目　　名 単独災害復旧費(繰越)

主要な施策 現年発生災害復旧費

一般会計

46 所　　属　　名

30,319 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

災害復旧費

農林水産部 
農村整備課年度

　会計名

その他財源の内訳

48,574 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

県事業の負担金のあり方について関係機関と協議を行う。

【問合せ先】事業調整係　0857-20-3253 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【事業の概要】 
　便利で快適な交通基盤の整備を行うため、県が実施する市域の県道整備事業に要する経 
費の一部を負担することにより、幹線道路の整備を促進し、市内各地や高速道路とのアク 
セス向上を図る。なお、道路新設改良県営事業に要する市町村負担額は鳥取県が定めてい
る。
 
【予算繰越理由】
　県営事業の遅延による。

【事業の成果】 
　主要地方道倉吉川上青谷線ほか５路線
 
【今後の課題・方向性】 
　県営事業の着実な事業促進を図るとともに、市町村負担金の廃止・縮小について県と継
続して協議を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

道路橋梁費

3,100 0 

計 3,412 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 312 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

3,412 

道路新設改良費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２６ 項　　目　　名 道路新設改良県営事業負担金(繰越）

主要な施策 県営事業負担金

一般会計

38 所　　属　　名

3,534 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市企画課年度

　会計名

その他財源の内訳

19,300 

本年度繰越予算額

-353-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

県事業の負担金のあり方について関係機関と協議を行う。

【問合せ先】事業調整係　0857-20-3253 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【事業の概要】 
　災害に強いまちづくりを進めるため、県が実施する急傾斜地崩壊対策事業に要する経費
の一部を市が負担することにより、急傾斜地崩壊対策事業の促進を図り、災害強いまちづ
くりを推進する。なお、急傾斜地崩壊対策事業に要する市町村負担額は鳥取県が定めてい
る。
 
【予算繰越理由】
　県営事業の遅延による。

【事業の成果】 
　鳥取市国府町上地ほか１０か所
 
【今後の課題・方向性】 
　県営事業の着実な事業促進を図るとともに、市町村負担金の廃止・縮小について県と継
続して協議を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

河川費

11,900 0 

計 12,527 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 627 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

12,527 

河川総務費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２７ 項　　目　　名 急傾斜地崩壊対策県営事業負担金(繰越）

主要な施策 急傾斜地崩壊対策県営事業負担金

一般会計

38 所　　属　　名

14,940 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市企画課年度

　会計名

その他財源の内訳

68,620 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

円滑な都市計画事業の実施のため都市計画図修正事業を着実に推進する。

【問合せ先】都市計画係　0857-20-3272 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【事業の概要】 
　空中写真測量により、既存の都市計画図を修正図化し、最新の土地利用情報を取り入れ 
た地図（縮尺２,５００分の１）を作成する。図面データは、全てデジタルデータとする 
ことにより広範の分野で基図として利用可能となる。 
 
【予算繰越理由】
　天候不順により、空中写真の撮影が遅延したため。

【事業の成果】 
　最新の都市計画図を作成することで、各分野での有効利用を図ることができる。 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後も５年程度を目安に都市計画図の修正図化を実施し、地形地物の変化や新たな土地 
利用状況を反映させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

都市計画費

0 0 

計 43,395 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 8,454 

0 

0 

一般財源 34,941 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

43,395 

都市計画総務費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２８ 項　　目　　名 都市計画図修正業務費(繰越）

主要な施策 都市計画策定費

一般会計

39 所　　属　　名

43,414 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市企画課年度

　会計名

その他財源の内訳

43,414 

本年度繰越予算額

-354-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

多極型コンパクトシティの先導事業として着実に事業を推進する。

【問合せ先】都市計画係　0857-20-3272

【９次総の施策体系】4201

【事業の概要】
　地域生活拠点を再生していくため、平成２１年度より、住民等との協働によるワーク
ショップ形式での検討を踏まえ、平成２２年度に「都市再生整備計画（用瀬地区）」を策
定した。本計画では、人に優しい道路整備や景観形成、定住対策などに取組むこととして
いる。

【予算繰越理由】
　市道用瀬駅横断線整備事業にはＪＲ軌道を横断する跨線橋の工事を含むが、その関係機
関（ＪＲ西日本）との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　平成２５年度に市道用瀬駅横断線の工事を実施するため、測量、設計、土質調査の業務
委託を行った。

【今後の課題・方向性】
　国道５３号沿いに整備された交通広場（バス乗継拠点）とＪＲ用瀬駅とを結ぶ市道用瀬
駅横断線の整備により、交通結節点機能の強化を図るとともに、地域の利便性、快適性の
向上を推進させる。また、瀬戸川沿いに小型水車による水力発電を利用したＬＥＤ照明灯
を設置し、安全対策を行うとともに、風情ある歩道空間を創出する。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

都市計画費

4,400 0 

計 8,873 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 4,436 

0 

0 

一般財源 37 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

8,873 

都市計画総務費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０２９ 項　　目　　名 都市再生整備事業費（用瀬地区）(繰越）

主要な施策 都市再生整備事業費

一般会計

39 所　　属　　名

9,860 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市企画課年度

　会計名

その他財源の内訳

10,330 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

県事業の負担金のあり方について関係機関と協議を行う。

【問合せ先】事業調整係　0857-20-3253 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【事業の概要】 
　県が実施する市域内の県道街路事業に要する経費の一部を負担することにより、幹線道
路の整備を促進し、交通渋滞の緩和、利便性の確保を図る。なお、県営街路事業に要する
市町村負担金は鳥取県が定めている。
  
【予算繰越理由】
　県営事業の遅延による。

【事業の成果】 
　滝山桜谷線ほか４路線
 
【今後の課題・方向性】 
　県営事業の着実な事業促進を図るとともに、市町村負担金の廃止・縮小について県と継
続して協議を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

都市計画費

17,500 0 

計 18,381 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 881 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

18,381 

街路事業費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３０ 項　　目　　名 県営街路事業負担金(繰越）

主要な施策 県営事業負担金

一般会計

39 所　　属　　名

18,641 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市企画課年度

　会計名

その他財源の内訳

107,564 

本年度繰越予算額

-355-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

整備事業が完了したため、本年度で終了する。

【問合せ先】交通政策課　0857-20-3257 
 
【９次総の施策体系】4202 
 
【事業の概要】 
　「鳥取市地域公共交通総合連携計画（平成２１年３月）」で示された「地域公共交通ネ 
ットワークの方向性」をもとに、平成２２年度に鳥取市バス路線網再編実施計画を策定し 
ている。これらの計画に基づき、本年度は鳥取南部地域の先行実施に向けた「幹線・支線 
」を結ぶ乗継拠点整備を実施する。 
 
【予算繰越理由】
　乗継拠点整備地の選定及び地権者との用地交渉に不測の日数を要したため。

【事業の成果】 
　乗継拠点整備工事　３箇所 （鳥取南、河原、用瀬） 
 　用地取得　１箇所 （用瀬） 
 
【今後の課題・方向性】 
　整備事業は完了したため、本年度で終了する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

総務管理費

29,500 0 

計 59,380 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 28,273 

0 

0 

一般財源 1,607 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

59,380 

交通対策費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３１ 項　　目　　名 バス乗継拠点整備事業費(繰越）

主要な施策 公共交通利用促進総合再編事業費

一般会計

24 所　　属　　名

62,966 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

総務費

都市整備部 
交通政策課年度

　会計名

その他財源の内訳

84,220 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

殿ダム水源地域ビジョンの基本方針に基づいた行動計画を継続的な展開を図りながら、ダム周辺の広場整備や観光資源としてのダ
ムの有効活用を進める必要がある。

【問合せ先】管理係　0857-20-3252 
 
【９次総の施策体系】4201　 
 
【事業の概要】 
　ダム事業を円滑に推進するため、殿ダム周辺集落等の生活再建・活性化対策を行ってき
た。平成２４・２５年度で、記念広場・中央広場などのダム周辺の整備を行い、更なる地
域活性化を図る。

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】 
　殿ダム周辺広場実施設計業務　　　　　　　　　　２０,６９３千円
　殿ダム記念広場管理棟及び公衆便所新築設計業務　　６,５００千円
 
【今後の課題・方向性】 
　周辺整備においては、平成２５年度で事業完了の予定。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

土木管理費

0 0 

計 27,193 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

27,193 

0 

一般財源 0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

27,193 

土木総務費

分担金

諸収入

27,193 

地方債

その他

0 

繰０３２ 項　　目　　名 殿ダム対策費(繰越）

主要な施策 殿ダム対策費

一般会計

37 所　　属　　名

27,194 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市環境課年度

　会計名

その他財源の内訳

119,211 

本年度繰越予算額

-356-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

企業誘致を戦略的に行うためその受け皿となる新たな工業団地を整備することにより、地域経済の活性化と雇用の創出を図る。

【問合せ先】管理係　0857-20-3252

【９次総の施策体系】4201

【事業の概要】
　河原インタ－山手工業団地整備事業に伴う、市道整備を推進し利便性を図る。

【予算繰越理由】
　関係機関との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　市道河原インタ－山手線道路整備工事測量設計業務　　２１,８２６千円

【今後の課題・方向性】
　事業の推進を図り、早期完了を目指す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

道路橋梁費

0 0 

計 21,826 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 21,826 

0 

0 

一般財源 0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

21,826 

道路新設改良費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３３ 項　　目　　名 地方道路整備交付金事業費(繰越）

主要な施策 地方道路整備交付金事業費

一般会計

38 所　　属　　名

25,400 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市環境課年度

　会計名

その他財源の内訳

101,610 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

流域の浸水被害の軽減、環境改善を図る上で重要な事業である。

【問合せ先】河川係　0857-20-3256 
 
【９次総の施策体系】4102 
 
【事業の概要】 
　河川災害を未然に防止するため、治水環境衛生上重要な法定外水路の改修・改良を行 
い、流域の浸水被害の軽減及び環境改善を図る。 
 
【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】 
　内海川ほか河川改良工事　　　３３,８７４千円
　中代川改良工事測量設計業務　　３,５９９千円
　事務費等　　　　　　　　　　　　　 ２７千円
 
【今後の課題・方向性】 
　河川災害等の防止を図るため、計画的な工事の発注を図る。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

河川費

33,700 0 

計 37,500 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 3,800 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

37,500 

河川総務費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３４ 項　　目　　名 普通河川改良事業費(繰越）

主要な施策 普通河川改良事業費

一般会計

38 所　　属　　名

40,035 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市環境課年度

　会計名

その他財源の内訳

111,095 

本年度繰越予算額

-357-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

内水処理対策による浸水防止を行い、住民の安全の確保を図る。

【問合せ先】河川係　0857-20-3256 
 
【９次総の施策体系】4102 
 
【事業の概要】 
　浸水被害箇所への計画的な内水排除対策工事等実施し、治水対策事業の促進を図る。 
 
【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】 
　江川ほか河川改良工事　　４７,８１３千円
　赤子田浸水対策設計業務　　７,８８８千円
　工事に伴う補償　　　　　１１,８９３千円
　事務費等　　　　　　　　　　 １０６千円
 
【今後の課題・方向性】 
　内水処理対策による浸水防止を行い、住民の安全の確保を図る。　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

河川費

64,300 0 

計 67,700 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 3,400 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

67,700 

河川総務費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３５ 項　　目　　名 治水対策事業費(繰越）

主要な施策 治水対策事業費

一般会計

38 所　　属　　名

72,950 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市環境課年度

　会計名

その他財源の内訳

122,497 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

早期事業完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。

【問合せ先】河川係　0857-20-3256

【９次総の施策体系】4201

【事業の概要】
　河原インタ－山手工業団地整備事業に伴い、その用地内から発生する雨水を処理するた
めの流域排水路整備工事を事前に整備する。

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　流域排水路整備工事　　１１２,２３９千円
　事務費等　　　　　　　　　　 ７６１千円

【今後の課題・方向性】
　事業の早期完了を図る。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

河川費

107,300 0 

計 113,000 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 5,700 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

113,000 

河川総務費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３６ 項　　目　　名 工業団地整備関係事業費(繰越）

主要な施策 工業団地整備関係事業費

一般会計

38 所　　属　　名

141,600 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
都市環境課年度

　会計名

その他財源の内訳

141,600 

本年度繰越予算額

-358-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

事業完了。

【問合せ先】公園係　0857-20-3273　河川係　0857-20-3256

【９次総の施策体系】4201

【事業の概要】
　平成２３年９月の台風１２号及び１５号により、公園・河川・水路に災害被害が発生
し、補助事業による復旧工事を施工する。

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　千代川倉田緑地ほか公園災害復旧工事　　                ４７,１９５千円
　徳三川ほか河川災害復旧工事　　                        ７９,７１９千円
　河川災害復旧工事に伴うオオサンショウウオ生息調査業務　　１,５７５千円
　河川災害復旧工事に伴う立木移転補償　　　　　　　　　　　　　 ６２千円

【今後の課題・方向性】
　平成２４年度で事業完了。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

災害復旧費

42,100 0 

計 128,551 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 84,698 

0 

0 

一般財源 1,753 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

128,551 

公共土木災害復旧費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３７ 項　　目　　名 補助災害復旧費(繰越）

主要な施策 現年発生災害復旧費

一般会計

46 所　　属　　名

157,990 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

災害復旧費

都市整備部 
都市環境課年度

　会計名

その他財源の内訳

214,974 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

事業完了。

【問合せ先】公園係　0857-20-3273　河川係　0857-20-3256

【９次総の施策体系】4201

【事業の概要】
　平成２３年９月の台風１２号及び１５号により、公園・河川・水路に災害被害が発生
し、補助事業に満たない復旧工事及び復旧修繕を施工する。

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　千代川倉田緑地ほか公園災害復旧工事　　 １,５８０千円
　徳三川ほか河川災害復旧工事　　         ９,６９４千円
　引地川ほか土砂撤去業務等　　　　　　　 ２,７６４千円
　今西川ほか河川災害復旧工事測量設計業務　　４６２千円
　事務費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６千円

【今後の課題・方向性】
　平成２４年度で事業完了。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

災害復旧費

8,200 0 

計 14,526 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 6,326 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

14,526 

公共土木災害復旧費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３８ 項　　目　　名 単独災害復旧費(繰越）

主要な施策 現年発生災害復旧費

一般会計

46 所　　属　　名

18,821 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

災害復旧費

都市整備部 
都市環境課年度

　会計名

その他財源の内訳

22,008 

本年度繰越予算額

-359-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

維持管理を行う市道の延長および道路施設の増加等に加え、市民の意見を聴く窓口の充実により、市民ニーズは多様化し、地区要
望の件数は年々増加している。社会資本総合交付金の効率的に活用するとともに、道路の状態の的確な把握に努め、危険が予想さ
れる箇所などの優先順位付け、年次計画的に実施していく。

【問合せ先】維持第１係、維持第２係、新設改良係　0857-20-3262、20-3263、20-3254 
 
【９次総の施策体系】3301 
 
【事業の概要】 
　社会資本整備総合交付金による市道整備を推進し、市民生活の利便性の向上を図る。 
 
【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】 
　（１）社会資本整備総合交付金（交付率５５％） 
　　　　河原インター山手幹線ほか１８路線 
　（２）社会資本整備総合交付金（交付率４５％） 
　　　　駅前太平線高質空間整備 
　（３）道整備交付金（交付率５０％） 
　　　　美歎線 
 
【今後の課題・方向性】 
　交付金等を活用し道路整備を推進する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

道路橋梁費

355,800 0 

計 773,046 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 395,461 

0 

0 

一般財源 21,785 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

773,046 

道路新設改良費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０３９ 項　　目　　名 地方道路整備交付金事業費(繰越)

主要な施策 地方道路整備交付金事業費

一般会計

38 所　　属　　名

805,297 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
道路課年度

　会計名

その他財源の内訳

1,298,683 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

平成１８年度に調査を行い、設置から年数が経ち、老朽化、主要構造部の傷みが発生している等、早急に対応や詳細調査の必要が
あることが確認されている。所管する橋梁数が多いため、一時に対応することは困難であることから、軽微な修繕等により延命化
が可能なものについては延命化を図り、可能な限り事業費の平準化を図るよう計画的に事業を実施していく。

【問合せ先】維持第１係、維持第２係　0857-20-3262、20-3263 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【事業の概要】 
　鳥取市が管理する橋梁の多くは１９６０年代から８０年代にかけての高度経済成長期の 
およそ３０年間に建設されたものが多く、今後施設が老朽化すると一斉に更新時期を迎え 
る。これらの修繕を実施していくには、かなりの経費が必要となるため、危険度調査の結 
果をもとにＨ１９に策定した「鳥取市道路施設修繕計画」をもとに国の交付金等を活用し 
修繕を行い、施設の延命化と費用の平準化を図る。 
 
【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】 
　社会資本整備総合交付金（交付金事業）を活用し、橋梁の長寿命化修繕計画の策定、橋 
梁の補修、橋梁舗装の打換え等を実施する。 
　岩吉陸橋線　岩吉陸橋（交付金）、湖山賀露線　賀露陸橋（交付金） 
　長寿命化修繕計画の策定（交付金）　 
　その他単独事業 
 
【今後の課題・方向性】 
　架橋から年数が経過している橋梁の中には、橋梁の架け替えに多額の経費が必要となる 
ため、危険度調査の結果を基に計画的に補修工事を行うことで施設の延命化を図り、費用 
の平準化を図るとともに大規模な改修が必要なものについては交付金制度を活用して当市 
の負担を抑えていくことが必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

道路橋梁費

13,000 0 

計 13,776 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 776 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

13,776 

橋梁維持費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０４０ 項　　目　　名 橋梁維持補修費(繰越)

主要な施策 橋梁維持補修費

一般会計

38 所　　属　　名

19,176 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
道路課年度

　会計名

その他財源の内訳

609,339 

本年度繰越予算額

-360-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

早期事業完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。

【問合せ先】新設改良係　0857-20-3254 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【事業の概要】 
雲山吉成線の位置する地区は鳥取駅の南側に位置する比較的新しい住宅地と一部古い住宅 
地が混在する住宅地である。現在、当地区の南北を２本の国道（２９号線・５３号線）が 
走っているが、当地区と国道へ至る道路の整備が遅れており、通勤・通学に支障をきたし 
ており、早急の道路整備が求められている。 
 
【予算繰越理由】
　地権者との用地交渉が難航したため。

【事業の成果】 
（１）全体 
　事業延長　Ｌ＝８２５ｍ 
　事業年度　Ｈ１２年度～Ｈ２５年度 
　総事業費　２，３８０，０００千円 
（２）平成１９年度　１０１，８００千円 
　　　平成２０年度　　　　　　　０千円 
　　　平成２１年度　　１４，０００千円 
　　　平成２２年度　　３９，４００千円 
　　　平成２３年度　　　５，２００千円 
　　　平成２４年度　　３３，５５６千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　国の交付金を活用し計画的に事業を実施する必要がある。　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

都市計画費

8,900 0 

計 20,700 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 11,000 

327 

0 

一般財源 473 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

20,700 

街路事業費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

327 

繰０４１ 項　　目　　名 街路交付金事業費(繰越)

主要な施策 街路事業費

一般会計

39 所　　属　　名

20,700 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
道路課年度

　会計名

その他財源の内訳

60,562 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

早期事業完了を目指して、継続して事業を進める必要がある。

【問合せ先】新設改良係　0857-20-3254 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【事業の概要】 
　雲山吉成線の位置する地区は鳥取駅の南側に位置する比較的新しい住宅地と一部古い住 
宅地が混在する住宅地である。現在、当地区の南北を２本の国道（２９号線・５３号線） 
が走っているが、当地区と国道へ至る道路の整備が遅れており、通勤・通学に支障をきた 
しており、早急の道路整備が求められている。 
　よって、土地収用法の制度を活用して裁決申請及び明渡裁決申立てをし、鳥取県収用委 
員会の権利取得裁決及び明渡裁決を得たが、明渡しの期限を過ぎても支障物件が撤去され 
ないため、鳥取県に行政代執行請求を行う運びとなった。 
　しかし、県との協議の結果、代執行工事は鳥取市に委託する方針との回答があったため 
、予算措置を行い、早期完成を目指す。 
 
【予算繰越理由】
　地権者との用地交渉が難航したため。

【事業の成果】 
（１）全体 
　事業延長　Ｌ＝８２５ｍ 
　事業年度　Ｈ１２年度～Ｈ２５年度 
（２）Ｈ２４年度　０千円 
 
【今後の取り組み】 
　早期完成を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

都市計画費

0 0 

計 5,367 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

5,367 

0 

一般財源 0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

5,367 

街路事業費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

5,367 

繰０４２ 項　　目　　名 街路地方特定事業費(繰越)

主要な施策 街路事業費

一般会計

39 所　　属　　名

7,010 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

土木費

都市整備部 
道路課年度

　会計名

その他財源の内訳

57,507 

本年度繰越予算額

-361-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

被災した箇所の速やかな復旧を行い、住民の安全性及び利便性を図る。

【問合せ先】維持第一係　0857-20-3262

【９次総の施策体系】4201

【事業の概要】
　平成24年9月18日～19日の豪雨の最大２４時間雨量８０ｍｍによって被災した箇所の速
やかな復旧により、住民の安全性及び利便性を図る。

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　現年発生災害復旧費　岩倉開拓線　災害復旧工事に伴う測量設計　Ｌ＝１４．０ｍ

【今後の課題・方向性】
　台風、大雨等により被災した道路災害の迅速な復旧を図り、住民生活への影響を最低限
に抑える。

災害復旧費

97,500 0 

計 319,768 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 194,956 

0 

0 

一般財源 27,312 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

319,768 

公共土木災害復旧費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０４３ 項　　目　　名 補助災害復旧費(繰越）

主要な施策 現年発生災害復旧費

一般会計

46 所　　属　　名

404,238 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

災害復旧費

都市整備部 
道路課年度

　会計名

その他財源の内訳

617,800 

本年度繰越予算額

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

評価
結果

被災した箇所の速やかな復旧を行い、住民の安全性及び利便性を図る。

【問合せ先】維持第一係　0857-20-3262

【９次総の施策体系】4201

【事業の概要】
　平成24年9月18日～19日の豪雨の最大２４時間雨量８０ｍｍによって被災した箇所の速
やかな復旧により、住民の安全性及び利便性を図る。

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　現年発生災害復旧費　岩倉開拓線　災害復旧工事に伴う測量設計　Ｌ＝１４．０ｍ

【今後の課題・方向性】
　台風、大雨等により被災した道路災害の迅速な復旧を図り、住民生活への影響を最低限
に抑える。

災害復旧費

4,300 0 

計 7,219 その他 0 

0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

0 

0 

一般財源 2,919 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

ページ

項

7,219 

公共土木災害復旧費

分担金

諸収入

0 

地方債

その他

0 

繰０４４ 項　　目　　名 単独災害復旧費(繰越）

主要な施策 現年発生災害復旧費

一般会計

46 所　　属　　名

8,535 

前年度最終予算額

H24 事業の概要

目

款

本年度決算額

災害復旧費

都市整備部 
道路課年度

　会計名

その他財源の内訳

10,600 

本年度繰越予算額

-362-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

繰０４５ 項　　目　　名 湖山池浄化対策費(繰越)

主要な施策 湖山池浄化対策費 ページ 32 所　　属　　名

環境下水道部 
生活環境課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】環境衛生係 0857-20-3216 
 
【９次総の施策体系】4102 
 
【事業の概要】 
・第３期湖山池水質管理計画策定支援業務 
　①これまで施策の推進に応じた水質の改善が進まない原因について、湖山池の
　　水質汚濁メカニズムを踏まえた整理と評価を実施し、第２期水質管理計画の
　　達成状況に関する評価を行う。
　②「湖山池会議」で決定される「湖山池将来ビジョン」や環境基準等の目標水
　　質達成向けた効果的な水質改善手法を盛り込んだ「第３期湖山池水質管理計
　　画」の策定に資する基礎資料を作成する。
 
【予算繰越理由】
・県と共同作成した「湖山池将来ビジョン」について、関係者との協議に日数を
　要した。また、このビジョンで定めている塩分濃度について、本業務で想定し
　ていた濃度が変更になり、新たなデータを整理する必要が生じたため。

【事業の成果】 
・湖山池将来ビジョン推進計画（第３期湖山池水質管理計画）の策定。
 
【今後の課題・方向性】 
・「湖山池将来ビジョン推進計画」に基づいた、水質浄化対策事業の推進。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 公害対策費

前年度最終予算額 13,338 

本年度繰越予算額 8,000 

本年度決算額 7,010 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 7,010 諸収入 0 

計 7,010 その他 0 

評価
結果

湖山池将来ビジョン推進計画（第３期水質管理計画）に基づき、積極的に湖山池の水質浄化に取り組んでいく。

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 28,930 その他 0 

評価
結果 　平成２４年度事業完了。

その他 0 0 

一般財源 46 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 17,984 0 

地方債 10,900 0 

本年度決算額 28,930 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

0 

学校建設費

前年度最終予算額 33,250 

本年度繰越予算額 28,930 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】学校施設係　0857-20-3353

【９次総の施策体系】1102

【事業の概要】
　明治小学校の校舎のうち、昭和４０年に建設の校舎１棟が耐震性能の低い建物と診断さ
れ耐震補強工事が必要となり、工事の実施に向けた審査機関の評定取得、実施設計業務を
平成２３年度に実施した。
　耐震補強工事は、国の補正予算に対応し、平成２３年度に学校施設環境改善交付金事業
の認定を受け、事業を平成２４年度に繰越し行った。

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。

【事業の成果】
　校舎耐震補強工事
　・鉄骨枠付ブレース　　１０構面設置
　・鉄筋コンクリート壁　　５構面設置
　・階段室壁面の解体復旧

【今後の課題・方向性】
　平成２４年度工事完了。

一般会計

款 教育費

項 小学校費

目

繰０４６ 項　　目　　名 明治小学校校舎耐震補強事業費(繰越)

主要な施策 明治小学校校舎耐震補強事業費 ページ 42 所　　属　　名

教育委員会事務局 
教育総務課年度

-363-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 38,859 その他 0 

評価
結果 　平成２４年度事業完了。

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,559 0 

地方債 32,300 0 

本年度決算額 38,859 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

0 

学校建設費

前年度最終予算額 58,831 

本年度繰越予算額 54,063 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】学校施設係　0857-20-3353

【９次総の施策体系】1102

【事業の概要】
　昭和５６年に建設された東中学校の屋内運動場は、耐震性の低い建物と診断され、補強
が必要となったため、耐震補強工事の実施に向けた審査機関の判定取得、実施設計業務を
平成２３年度に実施した。
　耐震補強工事は、国の補正予算に対応し、平成２３年度に学校施設環境改善交付金事業
の認定を受け、事業を平成２４年度に繰越し行った。

【予算繰越理由】
　関係者との協議に日数を要したため。
　
【事業の成果】
　屋内運動場耐震補強工事
　・水平ブレース補強　６箇所設置
　・鉛直ブレース補強　６箇所設置
　・屋根改修、外壁改修、塗装改修

【今後の課題・方向性】
　平成２５年度からは校舎の耐震補強工事を計画している。

一般会計

款 教育費

項 中学校費

目

繰０４７ 項　　目　　名 東中学校屋内運動場耐震補強事業費(繰越)

主要な施策 　東中学校屋内運動場耐震補強事業費 ページ 42 所　　属　　名

教育委員会事務局 
教育総務課年度

-364-


